
 

 

令和５年１１月３０日 

 

  令和５年度 第２回 大阪市立東井高野小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校 名 大阪市立東井高野小学校 

 

                           校長名 北 代  聡              

 

日 時 令和５年１１月２９日（水） １９時００分～２１時００分（２時間００分） 

場 所 大阪市立東井高野小学校 多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 

会長・副会長・委員３名 計５名  

  

校園 学校長・教頭・首席 

区役所 子育て・教育担当課長 

議題 

（１） 令和５年度「全国学力・学習状況調査」の結果報告 

（２） 児童アンケート（中間）結果報告 

（３） 令和５年度「運営に関する計画」中間総括説明 

（４） その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

(2) 

〇協議資料をもとに報告を

行い、意見集約をした。 

〇アンケート結果の、学年による大きな違いにつ
いて、しっかりとした分析・考察を行い、教育
活動に反映していただきたい。 

〇保護者へアンケート結果の、具体的で迅速なフ
ィードバックが必要である。 

(3) 

 

〇「大阪市教育振興基本計画」

の３つの最重要目標に則

り、学校の実態を踏まえた 

 教育目標及び取組内容に

関して説明を行い、概ね理

解を得られた。 

 

〇自学・自習の取り組みについて、家庭への啓発
方策を具体的に示していただきたい。 

〇学力調査結果の、大阪市・全国との乖離につい
ての、学校としての考察を明らかにしていただ
きたい。 

〇ポイントを絞った体力向上の取り組みも必要
である。 

〇災害時に活かされる教育活動は、評価できる。 

〇教員の働き方改革について、業務の特殊性を考
慮した上で、実効性のある取り組みを期待する。 

〇児童が前向きに学習に取り組めている具体例
を示すので、参考にされたい。 

(4) 〇大人（保護者・地域）の意

識改革の必要性について

の意見交換を行った。 

〇保護者が当事者意識をもって、教育に参画でき
る視点をもつ必要がある。 

〇第１回学校協議会で提起された課題に対して、
学校側から回答があったことは評価できる。 

協議 

資料 

〇令和５年度「全国学力・学習状況調査」の結果 

〇児童アンケート（中間）結果 

〇令和５年度「運営に関する計画」中間総括 

備考 

傍聴者[ 0 ]名     

 


